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交流及び共同学習の工夫 

―「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」場面を取り入れた交流シートの活用― 
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Ⅰ テーマ設定の理由 

 我が国が 2007 年に障害者権利条約に署名し、障害者に関する制度が整備されてきた。障害者基本法

の改正（2011）や障害者差別解消法の成立（2013）等を経て、2014 年に同条約に批准した。それと並

行し、中央教育審議会（2012）は、「誰もが（中略）尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認

め合える」共生社会の形成に向けた特別支援教育の推進について報告している。その中で、インクル

ーシブ教育システム構築の視点から、多様な学びの場の整備とともに、学校間連携における交流及び

共同学習が推進されている。 

 特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017）では、特別活動の中で、「生徒の経験を広めて積

極的な態度を養い，社会性や豊かな人間性を育む」ために交流及び共同学習を積極的に行う必要があ

ることを示している。また、中学校学習指導要領（2017）でも、障害のある生徒との交流及び共同学

習の機会を設け、「共に尊重し合いながら協働して生活していく態度を育む」ことが明記されている。

共生社会の実現のためには、社会の障害に対する理解に加えて、特別支援学校の生徒の自己有用感を

育み、将来地域に出て働きたいという社会参加への意欲を育むことが重要だと考える。 

沖縄県立大平特別支援学校中学部（以下、本校とする）は、１年生のみ近隣の浦添市立仲西中学校

（以下、中学校とする）の生徒（以下、中学生とする）と歌やダンス、ゲームを通して交流及び共同

学習（以下、交流とする）を行っている。これまでの交流の場面においては、生徒同士の自然な関わ

りを見ることができた。一方、いつもの学習環境とは違う場面での交流であることから、その生徒の

良さを発揮できずに終わってしまう場面も見られた。交流を行うにあたっては、一人一人の持ってい

る能力を発揮できる場面設定が必要だと感じた。中学生との交流の場面で主体的に活動し、力を発揮

できたという経験は、本校の生徒の自信に繋がり、将来地域に出て働きたいという社会参加の意欲を

育むことに繋がると考える。また、中学生も、本校の生徒と交流することで、障害についての理解を

深め、将来、共に協働し生活する姿を想像できるのではないかと考える。これらの事からも、本校生

徒一人一人が、その能力を最大限に発揮し、自己有用感を育むことができるよう、交流する「場所」

「形態」「内容」「場面設定のポイント」「事前・事後の取り組み」等の手立てについて検討し、実施す

ることが必要であると考える。 

昨年度の交流の反省では、１年生のみではなく、２年生、３年生でも段階的に継続的に交流をする

こと、内容の再考が課題としてあげられている。関（2018）は、両校の教員が具体的な交流のねらい

を持つことで、児童の行動や意識の変容に繋がったことを報告しており、教師間の目的共有の必要性

を述べている。本校の交流においても、自己有用感を育むための交流の目的や手立てを教師同士が共

有し、見通しを持って取り組むことができるよう、情報共有のツールについて検討することが必要で

ある。今後は、交流の目的や手立てを明確にし、事前学習から交流、事後学習までの流れを整えるこ

と、情報共有ツールの活用で交流を円滑に行うことが、今後の継続的な交流に繋がると考える。 

そこで、交流及び共同学習で、特別支援学校中学部の生徒の自己有用感を育む手立てについて検討

し、その情報共有のツールとして「交流シート」を作成・活用することで、将来、地域に出て働きた

いという社会参加への意欲を育むことができると考え、本テーマを設定した。 



〈研究仮設〉 

１ 交流及び共同学習で本校生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面を取り入れ

ることで、自己有用感を育み、将来地域に出て働きたいという社会参加の意欲に繋げることがで

きるであろう。 

２ 「交流シート」を活用することで、生徒一人一人の目標を教師間で共有し、本校生徒の「主体的

な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面を交流に効果的に盛り込むことができるであろう。 

  

Ⅱ 研究内容 

 １ 共生社会に向けた交流及び共同学習の理論研究 

 交流及び共同学習の方法には、同じ学校の特別支援学級と普通学級が交流する「校内交流」、特

別支援学校と小中学校等とが交流する「学校間交流」、特別支援学校在籍生徒が居住地の小中学校

へ行って交流する「居住地校交流」がある。本校はこれまで、近隣にある中学校と学校間交流を

続けてきた経緯がある。理論研究では、本校がこれまで続けてきた交流をさらに深めることを目

指し、交流の目的や手立てについてまとめる。 

 先行研究及び生徒、教師、保護者を対象とした交流に関するアンケートの結果をもとに「本校

からみた交流」、「中学校からみた交流」について検討する。各学校の育てたい資質・能力と交流

における手立てについてまとめた。 

(1) 本校からみた交流 

   ① 本校生徒に育てたい資質・能力 

 本校中学部の教師に、交流に対する意識についてア

ンケート調査を行った（図１）。共生社会に向けて生徒

に育てたい資質・能力として、「コミュニケーション力」

（17 人）、「異なる環境での適応力」（15 人）、「自分の

良さや課題に気づく（自己理解）」（14 名）他があげら

れた。本校教師は、交流を通して、「コミュニケーショ

ン力」「異なる環境での適応力」といった、社会性の育

成に期待していることがわかった。 

 国立教育政策研究所生徒指導研究センター（2004）

は、「人と関わりたい」という気持ちが、「社会性の基礎」を形づくっていくと考え、自己有

用感を育む「異年齢交流」の取り組みに注目した。交流を通して「人と関わることが好き」

「人と関わることは楽しい」と感じ、「活動に進んで参加」し、「進んで協力出来た」「自分

から働きかけができた」「誰かの役に立つことができた」という集団の一員としての自信や

誇りを持つことを目指した。交流で「自己有用感」（７人）を育むことは見落とされがちで

あったが、その重要性を確認し、交流を通して生徒の自己有用感を育むことに着目する。 

   ② 本校生徒への手立て 

 生徒の自己有用感を育むことに着目し、先行研究より、交流の「場所」「形態」「内容」「場

面設定のポイント」「事前・事後の取り組み」等といった、手立てについて検討する。（表１） 

ア 場所 

 星野・佐藤（2011）は、校内交流を行う場所について、生徒が協力学級に「行く交流」

より、特別支援学級に「招く交流」の方が、交流への意欲が高まったとしている。背景と

して、生徒本人の取り組み易さや担当する教師として手立てのつくし易い環境であったこ

とをあげている。また、熊崎・坂本（2005）は、中学生の障害理解の観点からも、「繰り

返しの多い活動であれば、自分から進んで取り組めることができ、そうした生き生きした

姿を通して周囲の者の理解も深まる」とし、特別支援学級の活動の場に通常の学級の生徒

や教師を巻き込んでいく方法も有効としている。このことから、本校の普段の授業に中学

図１ 交流で育てたい資質・能力 
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生を招待し、生徒が持てる力を発揮できるような環境で、一緒に活動する交流とした。 

表１ 本校生徒への目標と手立て 

 目標 手立て 

事前学習 
活動に見通しを持たせ、交流

に対する意欲を持たせる 

・活動の流れを写真などで視覚的に示す。 

・中学生からのビデオレターを取り入れ、期待感を持たせる。 

交流 

自己有用感を育み、地域の一

員としての自信をつける 

場所 本校の普段の授業（招く交流） 

形態 １対１または少人数のグループで、本校の生徒が中学生に教

えたり、手本を見せたりする（逆転チュータリングの形態）。 

内容 ものづくり（家庭、木工、農業、美術） 

場面 ・本校の生徒が教える、手本を見せる等、主体的な場面 

・一緒に協働して活動する場面 

・交流相手から認められる場面（他者評価） 

事後学習 

どのような関わりができた

か、交流を振り返る 

・写真や動画で他班の様子を振り返る。 

・中学生とどのような関わりができたか振り返る。 

・ビデオレターの作成を通して中学生へ気持ちを伝える。 

イ 内容 

 本校生徒に対するアンケートより、作業学習の中で「上手

にできる作業」「好きな作業」はあるかの質問に対して（図２）、

「たくさんある」（12 人）、「少しある」（３人）が９割以上と

なり、作業が得意であるという意識を持っている生徒の割合

が高かった。よって、交流の場面でも、生徒が主体的に取り

組む可能性が高いと考える。本校は、全学年に各教科等を合

わせた指導として作業学習があり、農業班、木工班、家庭班

の３つの班で編成され、週に１度、３時間連続の授業を展開

している。作業学習では、ミーティング、道具の準備、実習、

片付け、反省と授業の流れを固定し、生徒に見通しを持たせ

ながら学習を行っている。生徒が見通しを持って繰り返し行う学習により達成感を味わい、

働く態度や意欲の向上を目指している。作業の定着をねらって、内容も一つのことを繰り

返し取り組むことが多く、作業に慣れてきた生徒が活き活きと作業や販売活動に取り組ん

でいる様子が見られる。このことから、本校で行っている家庭、農業、木工といった作業

学習におけるものづくりを通して交流することで、生徒の主体性を発揮できると考えた。 

ウ 形態 

 吉利ら（2001）は、交流するときの手段として、学習者がペアを組み、互いに教え合う

ピア・チュータリング（peer tutoring）や協同学習（cooperative learning）の形態は、

双方に学習効果や社会的相互作用が促進されると説明している。ピア・チュータリングに

は、障害のある児童生徒がチューター（教える側）となり障害のない児童生徒に教授する

という、逆転チュータリングの形態で実施されることも含んでいるとした。本研究でも逆

転チュータリングの要素を取り入れ、本校生徒と中学生がペアを組み、本校の生徒が中学

生に教えたり、手本を見せたりする場面を設定したい。 

エ 場面設定のポイント 

 北島（1995）は学校教育において、自己有用感を育むためのポイントとしてⅰ「心の安

定」、ⅱ「成就感の獲得」、ⅲ「評価の工夫」をあげている。これらのポイントを本校の実

態に合わせると、「活動し慣れた本校を交流場所とし、繰り返しで身につけた活動」をす

ることで心の安定を図りながら、「習慣化された活動で主体的に活動できるモノづくりを

通して交流する」ことで成就感を獲得し、最後には「認められる（他者評価）場面を設定

する」ということに置き換えられるだろう。（図３） 

 本研究では、ⅰ「心の安定」を先に述べた「ア 場所」、「イ 内容」に取り入れた。ⅱ

「成就感の獲得」、ⅲ「評価の工夫」を場面設定のポイントとし、「主体的な活動」「協働

的な活動」「認められる場面（他者評価）」の３つの場面を交流に盛り込むこととした。 

図２「好きな作業」「上手
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表２ 自己有用感を育むためのポイント 

北島のポイント 

ⅰ「心の安定」 

ⅱ「成就感の獲得」 

ⅲ「評価の工夫」 

本校で交流するときのポイント 

ⅰ「活動しなれた本校を交流場所、繰り返しの学習で身につけた活動」 

ⅱ「主体的に活動し、協働できるものづくりを通して交流」 

ⅲ「交流相手から認められる（他者評価）の場面を設定」 

オ 事前・事後の取り組み 

 吉利（2001）は、交流時には、相互作用を促進するための場面設定や動機付けの強化が

必要としている。事前学習では、活動に見通しを持たせることや相手となる中学生からの

ビデオレターにより交流に意欲を持たせることを目標とした。また、事後学習では、写真

や動画で交流を振り返り、感想をビデオレターにして伝えることを計画した。 

   ③ 自己有用感を育むための場面目標 

 本校の作業学習では、Ａ類型の「自ら考え行動する力」の育成を目指す生徒と、Ｂ類型の

「基本的生活習慣の定着」を目指す生徒が一緒に活動しており、実態は様々である。よって、

生徒の実態に合った目標が設定できるように、各場面の目標を３段階に分けて設定した。 

    ア 主体的な活動場面 

      １段階：作業に取り組んでいる姿を見せる 

      ２段階：活き活きと作業しているところを見せる 

      ３段階：作業の方法について中学生に教える（作業の手本となる） 

    イ 協働的な活動場面 

      １段階：少し離れた場所でも同じ空間で作業に参加する 

      ２段階：同じ作業ではなくても一緒に作業をする 

      ３段階：一緒に協力しながら作業をする 

  (2) 中学校からみた交流 

   ① 中学生に育てたい資質・能力 

 中学校教師に、共生社会に向けて生徒に育てたい

資質・能力についてアンケートを行った（図３）。「相

手の良さや課題に気づく（他者理解）」（17 人）、「障

害への理解」（13 人）、「コミュニケーション力」（11

人）他があげられた。交流によって、本校生徒の良

さや課題に触れ、障害への理解を深めることを期待

しているのではないか。 

 担当する担任との話し合いでは、交流を通して障

害に対する理解を深め、将来、共に働く意欲を育む、

障害理解学習を目標として取り組むことを確認した。道徳の「Ｂ 主として人と関わること」

の相互理解として取り組むことなった。地域の中学生が障害について知り、理解することは、

本研究の目指す共生社会の形成に大きな役割を果たすと考える。 

   ② 中学生への目標と手立て（表３） 

 高野・片岡（2014）は、交流場面のみならず、「事前事後学習を計画的に行うことが、子ど

もたちの障害や障害のある人に対して主体的に考えることを促し、障害のある人と適切にか

かわる上で必要」だとしている。実際の交流場面で、互いに認め合えるような関わりをする

ためには、事前学習で、中学生が本校の生徒の学校生活について知り、本校生徒に興味・関

心を持つことが必要となるだろう。そのためには、本校の生徒の特性を理解している教師が、

特別支援学校での学習や生徒の様子を、中学生に分かりやすく説明することが必要（阿部・

丸山 2018）とされていることから、中学校での事前学習を計画・実施することとした。 

 交流場面では、同じ地域の一員として認め合い、共に働く意欲に繋げるために、主体的に

活動している生徒と協働する場面を設定し、いいところを見つけてカードで伝え合う他者評
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図３ 交流で育てたい資質・能力 
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☆自己有用感を高めるための行動目標 

 ポイント① 主体的な活動場面 

   1段階： 作業に取り組んでいる姿を見せる 

   2段階： 活き活きと作業しているところを見せる（主体的に） 

   3段階： 作業の方法について中学生に教える（作業の手本となる） 

 ポイント② 協働的な活動場面 

   1段階：少し離れた場所でも、同じ空間で作業に参加する 

   2段階：同じ作業ではなくても、一緒に作業をする 

   3段階：一緒に協力しながら参加をする 

生徒名 

（大平） 

①主体的な活動場面 ②協働的な活動場面 得意な作業など 生徒名 

（仲西） 目標 実際の行動 目標 実際の行動 

A 
３：教える 

 
１・２・３ 

２：一緒に作

業 
１・２・３ 

号令 

発表 
こうや 

B 
３：教える 

 
１・２・３ 

３：協力しな

がら作業 
１・２・３ 

手順を理解し丁寧に作

業。責任感 
ゆうき 

C 
２：活き活き

作業 
１・２・３ 

１：同じ空間

で作業 
１・２・３ 

一人で計量 

クッキーの目、口 

徳 だ い

き 

 

価の場面を大切にした。この「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面は、本校

生徒にとっては自己有用感を育むポイントとなる場面であるが、中学生にとっても、障害理

解に繋がる大切な場面となるだろう。 

 また、適切な障害理解のためには、交流後の振り返りの中で、交流時の困り感や疑問を丁

寧に解決することや、次回に向けての改善策を考えることが必要とし、事後学習の大切さを

指摘している（田名部・細谷 2018）。このように、特に中学生にとっては、交流のみでなく

事前事後学習を系統立てて計画的に実施することが重要となる。 

表３ 中学校の目標と手立て 

 目標 手立て 

事前学習 

・本校の学校生活や授業について知る。 

・本校生徒の理解の仕方、関わり方について考

える。 

・交流の目標、流れを知り、興味・関心を持つ。 

・学校生活や授業について写真で紹介する。 

・VTR の事例を通して「どうして？」「こうしたら」と

考える場面を設定する。 

・目標は「いいところ探し」であることを意識づける。 

交流 
・本校生徒が主体的に活動する姿を知る。 ・1 対 1 で交流をし、本校生徒の「いいところ」を書い

たカードを渡す場面を設定する。 

事後学習 

・交流の振り返りをする。 

・交流での困り感や疑問を丁寧に振り返り、次

の交流への意欲を高める。 

・大平からのビデオレターで振り返りをする。 

・交流時の楽しかったことや困り感や疑問について、

大平教師からの意見をフィードバックする 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 教師間連携の手立て 

 交流の目標や方法について、教師の理解を図るため、本校、中学校で説明会や打ち合わせを重

ねた。交流は、両校教師の共通理解のもと進められなければならないことから、目標、手立て等

について共通理解を図るツールの必要性を感じた。 

 今回の交流は５つの班に別れて行われるため、それぞれの授業を担当する教師が生徒の自己有

用感を育む場面設定のポイントを意識しやすいような工夫が必要である。特別支援学校の授業で

は、中心となって授業を進行する CT、サポートする ST が共に授業をするティームティーチング

の形態をとることが多い。今回の交流の場となった作業学習、美術も同様である。さらに、中学

校の教師も加わり、複数の教師が授業に関わることから、目標や場面設定を含めた情報共有が教

図４ 交流シート（一部抜粋） 

 

 

表面 裏面 

３つの場面を 

意識 

・一人一人の段階

を確認 

・実際の行動を記

録 

形態を確認 



師間でしっかり行われることが重要である。今回は、情報共有のツールとして「交流シート」（図

４）を活用した。シートの表面には、「主体的な活動場面」「協働的な活動場面」での生徒一人一

人の実態に合わせて、交流で予想される姿を選ぶことができるようにした。授業後に、「実際の行

動」として、段階を記録する欄を設けた。裏面は、授業の流れの欄の横に、「主体的な活動場面」

「協働的な活動場面」の欄を設け、教師が意図する場面に「〇」でチェックしたり、対象となる

生徒名を書き込めるようにした。このシートで、一人一人の目標やポイントとなる場面設定を担

当教師が共通理解することができ、生徒へ効果的な言葉かけや支援ができると考えた。本シート

は、本校の教師間だけでなく、相手校の教師への情報共有のツールとして有効活用できると考え

た。 

 

 ２ 検証授業【令和元年７月 10 日実施】 

   本校生徒のへの手立て（形態、内容）でも述べた通り、本校生徒と中学生が１対１で交流がで

きるよう人数を調整し、家庭班、農業班、木工班、美術

班（２年）、美術班（３年）と５つの班に分かれ、ものづ

くりを題材とし交流した（表４）。 

   各班とも「交流シート」を活用し、生徒一人一人の目標

や授業の流れ、ポイントなる活動場面を教師が情報共有し

ながら進めた。今回、検証授業の対象となるのは、家庭班

でのクッキーづくりを題材とした授業である。 

  (1) 検証のポイント 

① 本校生徒が、交流で「主体的な活動」「協働的な活

動」ができたと感じることができたか。 

   ② 「交流シート」を活用したことで、本校生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評

価」の場面が設定できたか。 

  (2) 検証の方法 

 ① 本校生徒へアンケートの実施 

   交流後に、「教えることができたか」「作業を見てもらうことができたか」、「一緒に作業を

することができたか」アンケートを実施し、本校生徒が「主体的な活動」「協働的な活動」を

どれくらい出来たと感じているかを明らかにする。アンケートは、交流に参加した生徒のう

ち、家庭班６名、農業班５名、木工班６名、計 17 名の自分で回答可能な生徒を対象とした。 

 ② 「交流シート」による記録 

 「主体的な活動」「協働的な活動」場面での生徒の実際の行動がどの段階にあてまるか、本

校教師が記録した。 

 ③ 「交流シート」に関する教師へのアンケートの実施 

 「交流シート」の活用は、生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面を

設定するのに有効であったかどうかアンケートを実施した。 

  (3) 題材名「クッキーづくりでつながり合おう」 

  (4) 本時の目標 

 ① それぞれのやり方で、中学生に作業を教えることがでる。 

 ② それぞれの関わり方で中学生と一緒に作業をすることができる。 

 ③ 中学生に「どうぞ」と飲み物を出すことができる。 

 ④ メッセージカードで気持ちを表現することができる。 

  ①、②については、本授業担当教師３名と話し合い、生徒一人一人の実態に合わせて目標

を設定した。（表５） 

  

 大平 仲西 
題材 

男 女 男 女 

家庭 4 2 3 2 クッキーづくり 

農業 3 2 4 2 野菜の収穫、袋詰め 

木工 4 2 3 3 鉛筆立てづくり 

美術 2 7 0 3 4 大型絵画制作 

美術 3 5 6 4 5 共同制作 

表４ 各班の人数の内訳と題材 

 

 



表５ 個人目標（家庭班「交流シート」より） 

   (5) 授業の展開 

 調理室へ移動した後、ペアの確認からクッキー作り、メッセージカードの記入・交換などを

90 分で計画、実施した（表６）。自己紹介の場面では、まだ互いに緊張し表情も硬い様子であ

ったが、クッキーづくりが始まると笑い声も聞こえてくるなど、次第に打ち解ける様子が見ら

れた。カードにメッセージを書く場面では、一文字ずつ丁寧に書いている姿やどのシールを張

ろうかと真剣に選ぶ姿が見られた。お互いにカードを交換し、そっと封筒を覗いてカードを読

んだ後、笑顔を見せる場面もあった。感想発表の場面では、自ら進んで手を挙げたＦは、「〇

〇さんと一緒に作れて楽しかった」と笑顔で発表することができた。 

表６ 授業の流れと「主体的な活動場面」「協働的な活動場面」（家庭班「交流シート」より） 

 
流れ 

主体的な 

活動場面 

協働的

な活動

場面 

具体的学習活動 
本校生徒への 

支援 

中学生への 

支援 

導

入 

10

分 

・初めの挨拶 

・活動内容確認 

・活動ペア確認 

・自己紹介 

生徒 A 

 

 

 

 ・号令ではじめの挨拶 

・本時の流れを確認 

・ペアを確認し互いに自己紹介 

本校生徒の情緒

の安定を図りな

がら活動を支援

する。 

中学生との関わ

り方についてア

ドバイスする。 

本校生徒との関

わりが難しそう

な 生 徒 が い た

ら、一緒に関わ

っ て 様 子 を 見

る。また、本校

教師が関わって

いる様子を参考

にするように声

掛けする。 

展

開 

60

分 

クッキーづくり 

・作り方説明 

・道具の準備 

・調理、片付け 

・休憩 

 

・配膳 

・試食 

 
生徒 A,B,F 

全員 

全員 

 

 

全員 

 

 

全員 

全員 

 

 

 

全員 

・生徒が代表で作り方を説明 

・ペアになり、道具を準備 

・手順表を見ながらペアで調理、片

付け 

・本校生徒がペアの生徒へ「どうぞ」

と配膳 

10

分 

カード記入 
(他者評価の場面） 

  ・ペアになった相手にあててメッセ

ージカードを作成 

・書くことが難しい生徒は、シール

を用い気持ちを表現 

活動を一緒に振

り替える。カー

ドに貼るシール

を一緒に選ぶ。 

一言でも、相手

のいい所を書く

よ う に 支 援 す

る。 
ま

と

め

1 0

分 

・カード交換 

・感想発表 

・まとめ 

・終わりの挨拶 

 

希望者 

 

生徒 A 

全員 ・お互いのカードを交換 

・各校から感想発表 

・本時の振り返りをする 

・号令で終わりの挨拶 

握手、ハイタッチで関わりが持てる

ように声掛けをする。 

  

 ３ 検証授業の結果 

(1) 主体的な活動場面、協働的な活動場面での実際の行動 

 「交流シート」（表５）の「主体的な活動場面」、「協働的な活動場面」について、一人一人

の実態に合った目標を設定した。交流後、担当教師が生徒の実際の行動について、その様子を

記録した（表７）。６人全員が、それぞれの関わり方で主体的な活動、協働的な活動をしてい

る様子が見られた。主体的な場面について、特にＦは、３段階である「中学生に手本を示す」

場面が見られた。普段のＦは、移動や作業など教師の支援を必要とし、生徒よりも教師と関わ

る場面が多い。今回の交流では、Ｆとペアとなった中学生との活動に担当教師が寄り添い、行

動のきっかけを与えるなど関わり方の支援を行った。交流後の中学生の感想から、「先生が側

にいてアドバイスをくれたことで、関わりを持てた」としている。教師が生徒の実態を把握し、

適切な関わり方について支援をしたことで、生徒の主体的な活動に繋がった。協働的な場面に

ついて、特にＡは、普段の授業では、他の生徒の様子が気になって集中できないことが多いが、

生徒 ①主体的な活動場面 ②協働的な活動場面 

A ３段階：中学生に作業について教える（手本となる） ２段階：同じ作業でなくても一緒に作業する 

B ３段階：中学生に作業について教える（手本となる） ３段階：一緒に協力しながら作業をする 

C ２段階：活き活きと作業しているところを見せる １段階：関わりはなくても同じ場所で作業に参加する 

D １段階：作業に取り組んでいる姿を見せる １段階：関わりはなくても同じ場所で作業に参加する 

E ３段階：中学生に作業について教える（手本となる） ３段階：一緒に協力しながら作業をする 

F ２段階：活き活きと作業しているところを見せる １段階：関わりはなくても同じ場所で作業に参加する 



ペアの生徒に教えることを意識して、積極的に作業し、自信を持って関わっている様子が見ら

れた。 

表７ 主体的な活動場面、協働的な活動場面での実際の行動（家庭班） 

生

徒 
①主体的な活動場面 ②協働的な活動場面 

目標 実際 様子 目標 実際 様子 

A ３ ３ 
教えるという意識を持ち、積極的に作業。

崩れた生地をさっと手直しした。 
２ ３ 

相手に寄り添うように立ち、クッキーの成

型では役割を分担して取り組んだ。 

B ３ ３ 
落ち着いた様子で手本を示し、作業をリ

ードした。 
３ ３ 

交代しながら進めるなど、笑顔で互いに関

わろうとした。 

C ２ ２ 
手順表を見ながら手際よく作業をするこ

とができた。 
１ ２ 

相手からの働きかけもあり、生地伸ばしの

枠を交互に支え合いながら作業。 

D １ １ 
情緒の安定が必要な時は、退室したが、

教師の励ましのもと作業した。 
１ ３ 

教師の促しで「手伝ってください」と自分

から声をかけ、粉を一緒に混ぜた。 

E ３ ３ 
道具の準備やクッキー作りなど積極的に

動き、手本を示した。 
３ ３ 

趣味の話で盛り上がり、仲良くなった。作

業では、互いに気遣い、協力した。 

F ２ ３ 
自信を持って作業をし、手本を示した。

最後は、積極的に感想を発表。 
１ ３ 

相手が袋を支えたりすることを笑顔で受け

入れたり、相手を助けようとした。 

  (2) 交流後の本校生徒のアンケート結果 

 ① 主体的な場面について（図５、図６） 

   ほとんどの生徒が、「中学生に教えることがで

きた」と実感していた。また、作業していると

ころを見せられたかの質問では６名全員が「た

くさん見てもらえた」と答えており、本校生徒

は交流の場面で主体的な活動ができたと感じて

いることが分かった。 

   ② 協働的な場面について 

 中学生と「一緒に作業をすることができたか」

（図７）については、多くの生徒が中学生と関

わりながら協働して作業ができたと感じていた。 

(3) 交流後の中学生のアンケート結果 

 中学生は、本校生徒から教えてもらう場面（図

８）や作業をしている姿を見ることができたとし

ている（図９）。 

 また、協働的な活動場面についても、ほとんど

の生徒が、一緒に活動することができたと答えた

ことから（図 10）、主体的に活動する本校生徒と

交流できたといえるのではないだろうか。 

(4) 「交流シート」の検討 

 「交流シート」は、「主体的な活動」「協働的な

活動」「他者評価」の場面を盛り込むための情報

共有のツールとして有効かどうかアンケートを

実施した。対象は、実際にシートを活用した本校

職員 13 人である（うち、10 人が回答）。10 人中

10 人が、場面を盛り込むためのツールとして交流

シートは「有効」だったと答えた。「シートを作

成することで、交流の場面について細かく考える

ことができた」「ＳＴの先生にポイントとなる場面を意識してもらえたと思う」など、ＣＴ、

ＳＴ両者にとって場面設定を共有する有効なツールとなったと考えられる。また、「（中学校の

図７ 一緒にできたか（本校生徒） 

 

 

図６ 作業する姿を見せられたか（本校生徒） 

 

 

たくさん教えてもらえた, 12

少し教えてもらえた, 8

あまり教えてもらえなかった, 8

全く教えてもらえなかった, 4

中学生

ｎ＝32

たくさん見れた, 21 少し見れた, 11中学生

ｎ＝32

図９ 作業する姿を見れた（中学生） 

 

 

図５ 教えることができたか（本校生徒） 

 

 

たくさんできた, 21 少しできた, 9

あまりできなかった, 2

中学生

ｎ＝32

図 10 一緒にできたか（中学生） 

 

 

たくさん見てもらえた, 6人

たくさん見てもらえた, 14人

少し見てもらえた, 3人

家庭科

全体本校生徒

ｎ＝17

家庭班

ｎ＝６

とてもよくできた, 5人

とてもよくできた, 9人

少しできた, 1人

少しできた, 3 あまりできなかった, 4人

全くできなかった, 1人

家庭班

全体
ｎ＝17

ｎ＝6

たくさんできた, 5人

たくさんできた, 12人

少しできた, 3人

あまりできなかった, 1人

無回答, 1

無回答, 1人

家庭班

全体本校生徒

ｎ＝17

家庭班

ｎ＝６

図８ 教えてもらえたか（中学生） 

 

 

本校生徒 

 ｎ＝17 

 

 

 家庭班 

  ｎ＝６ 



先生が）本校生徒へ積極的に関わりを持たせるように（中学生に）言葉をかけてもらえて、と

てもよかった」など、教師の支援について、中学校の教師とも共通理解ができたようであった。 

 改善点については、「（本校生徒の情報に加えて）中学校の生徒の実態（コミュニケーション、

得意・不得意など）なども知れたらよかった」という声もあった。中学校の教師にも協力して

もらい、「交流シート」を一緒に作りあげる工夫も今後、検討したい。また、「交流シート」で

は、「他者評価」場面について目標の検討はしていない。他者評価の場面についても目標設定

が必要かどうか、今後検討したい。 

(5) 検証授業の考察 

 アンケートより、本校生徒は交流で、主体的で協働的な活動ができたと感じていることが分

かった。また、担当教師も交流の場面で、本校生徒の主体的で協働的な活動の様子を記録でき

たことから、交流の場面で中学生と主体的、協働的に関わることができたと考えられる。 

 「交流シート」に対する教師の評価も、本校生徒の「主体的な活動」、「協働的な活動」「他

者評価」の場面設定に「有効」としている。「交流シート」の活用により、それぞれの生徒の

目標を明確にし、教師間で目標を共有できたことで、本校生徒が、交流で「主体的な活動」「協

働的な活動」ができたと感じることができ、達成感を味わうことに繋がったと考えられる。 

 

Ⅳ 研究仮説の検証と考察 

 １ 仮説１「交流及び共同学習で本校生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面

を取り入れることで、自己有用感を育み、将来地域に出て働きたいという社会参加の意欲に繋げ

ることができるであろう」について 

  (1) 仮説１の検証 

   ① 「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」

の場面について 

 先にも述べたとおり、本校生徒、教師とも、「主

体的な活動」「協働的な活動」場面で力を発揮で

きたと達成感を感じていることが分かった。 

 また、「他者評価」の場面では、ペアとなった中

学生からカードをもらい「とてもうれしかった」

（13 人）と答えている生徒が多かった（図 11）。

メッセージカードの交換では、交流を振り返りな

がら相手に対して気持ちを伝える場面である。中

学生からのフィードバックに満足し、認めてもらえたと感じることができたのではないだろ

うか。このことは、本仮説の自己有用感の高まりと捉えることができるだろう。 

   ② 交流に対する意欲について 

 中学校（本校）の生徒との交流について、

事前では「楽しみか」、交流後には「また交流

したいか」を質問し、交流に対する意欲を比

較した（図 13）。本校生徒は、交流前も楽し

みにしている生徒がほとんどであるが、交流

後には、全ての生徒が「とてもそう思う」「そ

う思う」と答えており、交流に対する意欲が

高まった。中学生は、本校生徒より低くはあ

るが、交流後、意欲の高まりがみられた。交

流に対する意欲の高まりは、将来、共に社会で働くための社会参加の意欲に繋がると考える。 

図 11 カードをもらった時の気持ち 

 

 

図 12 中学生からもらったカード 

図 13 交流を楽しみにしているか 
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③ 社会参加の意欲について 

 「将来、中学校（本校）の生徒と一緒に働きたいか」と社会参加の意欲について質問した

（図 14）。本校生徒は、「とてもそう思う」「そう思う」が交流後に増え、ほぼ全員が、共に

働くことに期待感も持てたことが分かる。中

学生も、交流後に社会参加の意欲が高くなっ

たが、約半数が「どちらともいえない」とし

ている。このアンケートは、交流直後であっ

たことから、交流時の疑問や困り感への対応

が十分ではないことから、このような結果に

なったのではないだろうか。特に中学生には、

事後のフィードバックを丁寧に行い、交流を

重ねることが必要ではないだろうか。 

  (2) 考察 

 検証授業の考察より、本校生徒は交流で「主体的な活動」「協働的な活動」ができたと達成

感を感じていた。また、「他者評価」場面では、カードをもらい満足していることから、交流

によって自己有用感を育むことができたと考えられる。さらに、「また交流したい」という意

欲と共に、社会参加の意欲も高まっている。これらのことから、交流及び共同学習で本校生徒

の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」場面を取り入れることで、自己有用感が育ま

れ、将来地域に出て働きたいという社会参加の意欲に繋げることができたと考える。 

 

 ２ 仮説２「『交流シート』を活用することで、本校生徒一人一人の目標を教師間で共有することが

でき、本校生徒の『主体的な活動』『協働的な活動』『他者評価』の場面を効果的に盛り込むこと

ができるであろう」について 

 検証授業の結果で述べたアンケートより、本校生徒は交流で「主体的な活動」「協働的な活動」

がとてもよくできたとの回答から、達成感を感じている。さらに、交流シートの検討より、教師

も交流シートを活用したことで、「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」場面を盛り込むこ

とに有効だったとしている。このことより、「交流シート」を活用することで、本校生徒一人一人

の目標を教師間で共有することができ、本校生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」

場面を交流の活動の中に効果的に盛り込むことができたと考えられる。 

   

Ⅴ 成果と課題 

 １ 成果 

(1) 先行研究を参考にし、交流における「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場面設

定の必要性を明らかにし、本校の実態に合わせてその場面設定を含めた手立てを明確にするこ

とができた。 

(2) 交流の目標や手立てなどの共通理解を図るツールとして「交流シート」を作成・活用するこ

とができた。「交流シート」の活用により、「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」の場

面を交流の活動の中に効果的に盛り込むことができた。 

    (3) 交流及び共同学習で、本校生徒の「主体的な活動」「協働的な活動」「他者評価」場面を取り

入れることで、自己有用感が育まれ、社会参加への意欲に繋げることができた。 

 ２ 課題 

(1) 「交流シート」について、作成する職員の負担過重とならないような工夫と、相手中学生の

情報（得意・不得意など）を加えることを検討する。 

    (2) 交流及び共同学習の側面から、教科等のねらいと照らし合わせて評価方法などを検討する。 

  (3) 事前、当日、事後のポイントを教師間で共有し、次年度に向け、年間指導計画を検討する。 

図 14 将来、中学校（本校）の生徒と一緒に 

働きたいか 
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